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みんなでつくろう『夢・希望・感動』あふれるまも

闘怒一・一・土砂竜な象ち『思掛の・挑俄
昨
年
は
、
未
曾
有
の
災
害
と
な
り
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
や

紀
伊
半
島
集
中
豪
雨
な
ど
、
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
災
害
で
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
の
こ
冥
福
と
と

も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

行
政
と
致
し
ま
し
て
も
、
「
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を

守
る
」
と
い
う
、
重
要
な
責
務
と
人
と
人
と
の
　
「
絆
」
　
の
大
切

さ
を
改
め
て
心
に
刻
ん
だ
年
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
て
、
本
町
で
は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
や
、
第
二
次
財
政
健

全
化
計
画
の
実
施
に
よ
り
、
着
実
に
朗
政
健
全
化
を
推
進
す
る

中
、
平
成
2
2
年
度
の
一
般
会
計
は
2
億
4
千
万
円
の
黒
字
と
な

り
、
2
3
年
度
に
お
い
て
も
黒
字
が
確
保
で
き
る
見
通
し
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
忠
岡
町
開
発
協
会
の
解

散
に
つ
い
て
も
、
実
施
を
1
年
前
倒
し
し
、
将
来
負
担
の
軽
減

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
今
後
、
小
中
学
校
の
耐
震
化
工
事
、
中
学
校
給
食
の

導
入
に
向
け
た
整
備
等
に
係
る
負
担
で
一
時
的
な
悪
化
が
予
測

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
は
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
「
第
5
次
忠
岡
町
総
合
計
画
」
を
指
針
と
し
て
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
な
と
の
諸
施

策
を
推
進
で
き
る
見
通
し
も
立
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

人
気
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
た
だ
お
課
長
」
も
、
内

外
の
さ
ま
さ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
全
国
に
向
け
て
本
町

の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
ま
ち
の
活
性
化

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
行

政
評
価
制
度
を
導
入
し
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、

効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
夢
・
希
望
・
感
動
あ
ふ

れ
る
ま
ち
　
～
日
本
一
小
さ
な
ま
ち
・
忠
岡
の
挑
戦
～
」
　
に
全

力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
何
卒
一
層
の

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

忠

岡

町

長

　

和

　

田

　

吉

　

衛



おおいなる

■
忠
岡
幼
稚
園
（
3
／
1
9
）

ご
案
内
く
す
の
き
学
園
対
象
【
6
0
歳
以
上
】

健
康
で
、
胴
る
く
、
楽
し
く
、
生
き
生
き
と

●
と
　
　
き
　
5
月
1
7
日
　
（
木
）
　
～
平
成
2
5
年
1
月
1
7
日
　
（
木
）

木
・
金
を
中
心
に
全
2
0
回
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

●

会

　

　

場

　

忠

岡

町

文

化

会

館

他

●
対
　
　
象
　
町
在
住
在
勤
者
優
先
・
概
ね
6
0
歳
以
上
の
方

●

定

　

　

員

　

3

0

名

　

　

　

　

●

教

材

費

　

2

5

0

0

円

●
申
し
込
み
　
4
月
5
日
～
2
9
日
に
、
忠
岡
町
文
化
会
館
事
務
所
ま
で

※
締
め
切
り
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

※
第
1
4
回
目
の
救
急
救
命
受
講
者
に
は
忠
岡
町
消
防
署
よ
り
普
通
救

命
講
習
修
了
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

【
予
定
日
と
内
容
】

■
東
忠
岡
幼
稚
園
（
3
／
1
9
）

①
5
／
1
7
㈱

②
5
／
2
5
髄

④
6
／
8
㈲

⑥
6
／
2
1
㈱

⑦
6
／
2
9
鹿

⑧
7
／
5
㈹

⑩
7
／
1
9
㈹

⑪
8
／
5
㈲

⑫
8
／
3
0
㈱

鴫
⑬
9
／
6
㈱

⑭
9
／
1
3
㈱

⑮
9
／
2
0
㈹

⑩
1
0
／
4
㈹

⑰
川
／
1
1
㈱

開
校
式
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
　
「

食
中
毒
の
話
　
　
　
　
③
5
／
3
1
㈱
　
転
倒
予
防
体
操

食
の
話
と
体
操
　
　
　
⑤
6
／
1
4
㈹
　
ク
ッ
キ
ン
グ

川
柳
の
楽
し
み
方

笑
顔
の
ス
ト
レ
ッ
チ

経
済
問
題
　
（
講
演
）
　
⑨
7
／
1
3
㈱
　
は
が
き
絵

金
融
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
為
に

出
前
芝
居
一
幕
喜
劇
ぽ
ち
ぽ
ち
　
†

⑱
1
0
／
1
8
㈹

⑲
1
1
／
2
8
㈱

⑳
1
／
1
7
㈹

健
康
体
操

手
作
り
遊
び

救
急
救
命
講
習
会
（
※
）

健
康
の
つ
ど
い
　
「
落
語
」
を
楽
し
む

絵
本
で
心
・
脳
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

修
学
離
宮
と
後
水
尾
天
皇
＆
茶
道
体

験見
学
　
正
木
美
術
館
　
（
秋
特
別
展
）

健
康
講
話
と
体
操

骨
粗
樟
症
予
防
ク
ッ
キ
ン
グ

【
間
】
忠
岡
町
文
化
会
館

（
℡
0
7
2
5
・
3
3
・
1
1
5
1
）
　
月
・
火
・
祝
日
休
館



町ホームページに貴社の

付一広告を掲凱ませんか　野竺u警
‾　　■1■ヽ

町ホームページで内容をこ■確認の上、「忠

岡町ホームページ広告掲載申込書」をダウン

ロードの上、必要事項を記入し申し込み。
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2
／
　
0
1
2
年
正
木
美
術
館

春
季
特
別
展
舌
代
礼
讃
・
中
世
軋
挙

前
期
4
／
7
出
～
5
／
6
㈲
　
後
期
5
／
1
2
拙
～
6
／
1
0
日
㈲

歴
史
を
た
ど
り
、
実
を
た
ど
り
、

正
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
多
様
な
魅
力
に
迫
る
。

古
代
礼
讃
＝
そ
れ
は
原
始
、
古
代

の
作
品
群
へ
の
童
美
の
言
葉
。

正
木
美
術
館
の
考
古
作
品
を
一
堂

に
お
披
露
目
す
る
初
め
て
の
展
覧

会
。
古
代
人
の
祈
り
。
い
に
し
え

の
時
に
想
い
を
馳
せ
る
。

中
世
礼
讃
＝
そ
れ
は
鎌
倉
、
室
町

時
代
の
作
品
群
へ
の
賛
美
の
言

葉。
古
代
か
ら
中
世
へ
と
美
を
つ
な
く

名
品
が
登
場
。
禅
文
化
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
織
り
な
し
な
が

ら
う
ら
ら
か
に
中
世
を
物
語
る
。

【
特
別
企
画
】

●
い
け
ば
な
展
示
「
縄
文
と
桜
」

片
桐
　
功
敦
氏

（
花
道
み
さ
さ
ぎ
流
家
元
）

4
／
7
出
～
1
0
㈹
・
旧
正
木
邸

※
7
・
8
日
は
2
0
時
ま
で
開
館
。

※
入
館
は
1
9
時
3
0
分
ま
で
。

◎
茶
話
会

片
桐
功
敦
・
桜
を
語
る

4

／

8

㈱

　

1

4

時

～

　

　

5

0

名

参

加

費

　

2

0

0

0

円

※
お
抹
茶
と
和
菓
子
を
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。

【
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

展
覧
会
入
場
者
対
象
・
◎
は
事

前
申
込
制

【
前
期
展
示
】

【
後
期
展
示
】

◎
第
七
回
卓
話
　
「
床
の
間
の
一

幅
を
愛
で
な
が
ら
」

高
橋
範
子
（
正
木
美
術
館
副
館
長
）

5
／
1
2
凹
　
1
4
時
～
　
2
0
名

参

加

費

　

1

0

0

0

円

◎
「
正
木
的
人
々
」
其
ノ
一

写

真

家

　

鈴

木

　

　

心

5
／
2
7
㈲
　
1
4
時
～
　
3
0
名

参

加

費

　

1

0

0

0

円

◎
講
　
座
　
「
中
世
礼
讃
－
中
世

か
ら
の
贈
り
物
」
　
ィ

高
橋
範
子
（
正
木
美
術
館
副
館
長
）

6
／
2
皿
　
1
4
時
～
　
3
0
名

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
　
展
示
室

で
作
品
解
説
を
行
い
ま
す

5
／
3
㈱
・
祝
　
1
4
時
～

6

／

9

出

　

　

　

1

4

時

～

※
申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
の
み

の
受
付
で
す
。
（
一
通
に
つ
き

2
名
ま
で
申
し
込
み
可
）

■
お
別
れ
運
動
会
で
一
緒
に
参
加
－

と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
よ

（
3
／
1
2
・
東
忠
岡
幼
稚
園
）

ト
「
交
野
市
い
き
い
き
マ
ル
シ
ェ
お
り

ひ
め
の
駅
」
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
交
流
事

業
に
参
加
　
（
3
／
4
）

◎
特
別
講
演

代
礼
讃
」

「
原
始
礼
讃
・
古

守
屋
　
雅
史
氏

埴
輪
　
古
墳
時
代
　
正
木
美
術
館
蔵
、
雑
草
　
須
田
悦
弘
作

2
0
0
7
年
　
正
木
美
術
館
蔵
　
　
（
写
缶
　
鈴
木
　
心
）

（
大
阪
市
立
美
術
館
学

芸
課
長
）

4
／
1
5
㈲

1
4
時
～
　
4
0
名

◎
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
匂
ひ
袋
作
り
」

4
／
2
8
出
　
①
1
3
時
～

②
1
4
時
～
　
③
1
5
時

各
1
5
名

参

加

費

　

2

5

0

0

円

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
旧
正
木
邸

〒
5
9
5
－
0
8
1
2
　
大
阪
府
泉
北

郡
忠
岡
町
忠
岡
中
2
の
9
の
2
6

電

　

話

0

7

2

5

・

2

1

・

6

0

0

0

F

A

X

O

7

2

5

・

3

1

・

1

7

7

3

h
t
t
p
＼
＼
m
g
p
k
T
a
r
七
・
m
u
S
e
u
m
岩

■
休
館
日
　
水
曜
日

■
開
館
時
間
　
1
0
時
～
1
6
時
3
0
分

（
入
館
1
6
時
ま
で
）

■

入

場

料

　

大

　

人

　

　

1

0

0

0

円

高
・
大
学
生
　
7
∩
＝
）
∩
＝
円

小
・
中
学
生
　
4
0
0
円

（
団
体
2
0
名
以
上
各
1
0
0
円
引
き
）

主
　
催
　
正
木
実
術
館

後
　
援
　
忠
岡
町
教
育
委
員
会



【後期高齢者医療制度に関するお知らせ】

大阪府後期高齢者医療広域連合では、平成24年度から保険料率が変わります。
（平成24年2月の広域連合議会で審議され、平成24・25年度の保険料率が決定されました。）

保　険　料（年額）

（限度額55万円）

被保険者均等割額
被保険者1人当たり

51′828円

所　得　割　額

被保険者の所得×所得割率

10．17％

◆世帯の所得水準に応じて保険料の被保険者均等割額（51，828円）が軽減されます。

所　得　の　判　定　区　分 劔軽減割合 佗侏夷8,ﾉNﾙ]ｸﾊ�"�ｼ�9乖Hｧｨ�僖隗ｨ�｢�

世帯（同一 舒��(ﾕH�ｧ｢�当該世帯の被保険者全員 の各所得（ただし、公的 ��冷�9割 店�3��(冷�

世帯内の被 保険者と世 帯主）の総 ���39iﾈ苓�ｨ-ﾈ,R�年金等控除額は80万円と して計算する） 

0円でない 嶋�CXｨB�7，7■74円 

【基礎控除額（33万円）＋24．5万円×被保険者数 剴XｨB�25，914円 

所得金額等 ��儂ﾙ]ｸﾊ�(,X*�.��)��皦/��*ﾘ�ｨ�ｨ-ﾈ,R�
【基礎控除額（33万円）＋35万円×被保険者の数】まで 剴(ｨB�41，462円 

◆所得割額の賦課対象者のうち、所得割額算定にかかる被保険者の所得が58万円以下（年金収入のみの場合

は、その収入が211万円以下）の方については、所得割額が5割軽減されます。

◆後期高齢者医療制度に加入する前日において、会社の健康保険や共済組合、船員保険の被扶養者であった方
については、当分の間、所得割額は課されず、被保険者均等割額が9割軽減されます。

※平成24年度の特別徴収（4月・6月・8月）の仮徴収は平成22・23年度の料率で算定します。また、普通徴収の4

月から6月までの仮徴収は行わず、7月の本徴収から納付していただくことになります。
なお、平成24年度の（特別徴収及び普通徴収）保険料決定額通知書等は7月上旬に送付いたします。

◎制度全般に関すること・大阪府後期高齢者医療広域連合　事務局

保険料、被保険者資格、被保険者証等に関すること ℡06－4790－2028

給付事務、保健事業（健康診査）、医療費通知、レセプト点検に関すること ℡06－4790－2031

事務局庶務、予算編成・経理、広域連合議会、広報広聴に関すること ℡06－4790－2029

◎保険料の納付、その他各種届出に関すること・忠岡町役場健康福祉部保険課　℡0725－22－1122

「救急安心センターおおさか」

困ったときは、＃7119

または　℡06・6582・7119

突然の病気や怪我等で困ったとき、住

民からの救急医療相談を「医師」・「看
護師」・「相談員」が24時間365日対応

してくれます。迷ったときに電話してく

ださい。

住宅秋野鞘を
j浮腰していますカlP

平成16年の消防法改正により、万が一

火災が発生した場合でも、素早く避難が
できるように、住宅用火災警報器の設置

が義務付けられました。

設置がお済みで無い方は、早期に設置
してください。
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l
　
　
軽
減
に
つ
い
て

保
険
料
の
・

お
問
い
合
わ
せ
先

減
量
し
て
宅
減
量
で
き
な
い
世
帯
の
方
へ

指
定
ヴ
し
み
桜
を
一
定
量
配
布
し
ま
す

①
平
成
2
4
年
4
月
1
日
現
在
、
降
が
い
者
自
立
支
援
法

第
7
7
条
第
1
項
第
2
号
の
規
定
に
基
づ
く
日
常
生
活

用
具
の
給
付
を
受
け
て
い
る
身
体
降
が
い
者
（
児
）

の
う
ち
、
ス
ト
マ
用
装
具
（
蓄
便
袋
、
蓄
尿
袋
）
　
ま

た
は
紙
お
む
つ
の
給
付
を
受
け
て
い
る
身
体
障
か
い

者
　
（
児
）
　
の
い
る
世
帯
の
方
に
対
し
、
一
般
家
庭
ご

み
指
定
袋
一
定
量
配
布
の
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
。

②
平
成
2
4
年
4
月
1
日
現
在
、
6
5
歳
以
上
で
在
宅
に
お

い
て
紙
お
む
つ
を
常
時
使
用
し
て
い
る
要
介
護
3
以

上
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い
諸
世
帯
の
方
に
対
し
、

一
般
家
庭
こ
み
指
定
袋
の
一
定
量
配
布
を
致
し
ま
す

の
で
、
世
帯
主
の
印
鑑
及
び
常
時
お
む
つ
を
使
用
し

て
い
る
方
の
介
護
保
険
証
を
持
っ
て
、
生
活
環
境
課

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

③
平
成
2
4
年
4
月
1
日
現
在
、
在
宅
に
お
い
て
腹
膜
透

析
を
行
っ
て
い
る
方
が
い
る
世
帯
に
対
し
、
一
般
家

庭
ご
み
指
定
袋
の
一
定
量
配
布
を
致
し
ま
す
の
で
、

世
帯
主
の
印
鑑
及
び
腹
膜
透
析
を
行
っ
て
い
る
方
の

陣
が
い
者
手
帳
を
持
っ
て
、
生
活
環
境
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。
【
問
】
生
活
環
境
課



第5期介護保険事業計画（平成24年

度～平成26年度）の介護保険料の設定

は、低所得者の方の負担軽減等を図るた

め、これまでの第3段階と第8段階を細

分化し、8段階から10段階に改正しま

した。　　　（保険料は10円未満切捨）

［改正前］平成21年度～23年度 劍�ﾘ淤�8ﾎ8�饉ﾙ�ﾃ#ID�7���#iD�7��

段　階 ������ｸ���"�年額保険料 �&���､ｲ�対　象　者 僖隗ｩ]ｸﾊ���

第1段階 �X,�:�+b�28′030円 ��c�&丶ｲ�生活保護を受給している人 �3��CS��冷�
（基準額×0．50） 剞｢間全員が町民税非課税で老齢福 祉年金を受給している人 ��舒顏�ｧｨ����CS��｢�

第2段階 ���,�:�+b�28．030円 ��c)&丶ｲ�世帯全員が町民税非課税で、前年 �3��CS��冷�
（基準額×0．50） 凾ﾌ合計所得金額＋課税年金収入額 が80万円以下の人 ��舒顏�ｧｨ����CS��｢�

第3段階 ��)?��8醜*ｩ*ﾉj��YO�攣�R�42．050円 （基準額×0．75） ��c9&丶ｲ�世帯全員が町民税非課税で、前年 のム計所得金板十課税年金収入額 �3��ﾃSC�冷�

干F貝 で、前年の合計所得金額 十課税年金収入額が80万 剳&ﾈ�ｨﾈ�+r�*｣��iﾈ苓/�+H*c�#�iﾈ苓決岑,ﾉ�ﾂ�（基準額×0．63） 

第4段階 ��)���8醜*ｩ*ﾉj��YO�攣�X,X������45．880円 円を超える人 劍,ﾈﾘxﾇh�;霎�ｧｨ�ｸ攣�YD霎��?ﾈｧ｢�*｣�#�iﾈ苓/�+H*h.��ﾂ�（基準額×0．75） 

第4段階 �X,�:�+b�49′340円 ��cY&丶ｲ�世帯の誰かに町民税が課税されて いるが、本人は町民税非課税で、 鉄8�C�3�冷�
（基準額×0．88） 剔O年の合計所得金額＋課税年金収 入額が80万円以下の人 ��舒顏�ｧｨ����Cヨ�｢�

第5段階 ��56．070円 ��ci&丶ｲ�世帯の誰かに町民税か課税されて 田��C�s�冷�（基準額 凾｢るが、本人は町民税非課税で、 ��舒顏�ｧ｢�

56，076円） 剔�5段階以外の人 兔ｨ�C�sh苓�｢�

第6段階 �X,�:�+b�63．360円 ��cy&丶ｲ�本人が町民税冨果税で前年の合計所 田��3�#�冷�
（基準額×1．13） 剴ｾ金額が125万円未満の人 ��舒顏�ｧｨ����8�｢�

第7段階 冏ｹ�ﾈ*ｩ*ﾉj��X攣�X,Y����70．090円 ��c�&丶ｲ�本人が町民税課税で前年の合計所 都h�CCs�冷�の合言即信金　が125万 ��舒顏�ｧｨ����C#X�｢�倬粟�ｧｨ*｣�#Yiﾈ苓決�3���iﾈ苓�R�（基準額×1．25） 

円以上200万円未満の人 劍,ﾉ�ﾂ�

第8段階 冏ｹ�ﾈ*ｩ*ﾉj��X攣�X,Y����84100円 ��c�&丶ｲ�本人が町民祝言果現で前年の合計所 得金額が190万円以上400万円未満 涛��ﾃsc�冷�の合計所得金額が200万 円以上の人 ��舒顏�ｧｨ����CS��｢��,ﾉ�ﾂ�（基準額×1．50） 

第10段階 冏ｹ�ﾈ*ｩ*ﾉj��X攣�X,Y���,ﾈﾘxﾇh��;霎�ｧｨ*｣C��iﾈ苓決�8,ﾉ�ﾂ�107．050円 （基準額×1．75） 

今回65歳以上の方（既に年金から天引きされている方等を除く）へお送りする
通知書記載の保険料額等は、4月1日現在で平成24年度の町民税額等が決定して
おりませんので、前年度と同じ所得段階とし、仮徴収致します。
なお、今年度の町民税額等の決定をもとに算定した所得段階および年間保険料額

は7月に「介護保険料納入通知書」でお知らせします。

介護保険料仮徴

収額廼知嚢葱尭

送します
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介
護
保
険
料
の

減
免
に
つ
い
て

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
介
護

保
険
料
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。【

対
象
者
】
平
成
2
4
年
度
の
介
護
保
険

料
の
段
階
が
第
3
ま
た
は
第
4
段
階

の
人
　
（
改
正
の
段
階
が
第
3
段
階
の

人
・
世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
）

で
以
下
の
①
～
④
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
。
た
だ
し
、
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
は
除
く
。

①
世
帯
の
年
間
収
入
が
次
の
額
以
下

世

帯

人

数

　

1

人

…

1

2

0

万

円

2

人

…

1

7

4

万

円

※
以
降
は
1
人
増
え
る
ご
と
に
5
4
万
円

を
加
算

②
減
免
申
請
者
が
他
の
世
帯
に
属
す
る

者
の
税
ま
た
は
医
療
保
険
の
扶
養
親

族
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
。

③
居
住
用
以
外
の
処
分
可
能
な
土
地
ま

た
は
家
屋
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と
。

④
銀
行
預
金
等
（
含
む
国
債
・
地
方
債
）

の
元
本
の
合
計
額
が
3
5
0
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と
。

【
減
免
額
】
申
請
月
か
ら
介
護
保
険
料

第
3
ま
た
は
第
4
段
階
を
第
2
段
階

の
額
に
減
免

こ
れ
ら
以
外
に
、
災
書
や
世
帯
の
生

計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者
の
死
亡
、

失
業
等
で
、
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た

場
合
な
ど
、
保
険
料
の
徴
収
猶
予
や
減

免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



お問い合わせ先

客担当課
℡22－1122

切詰はお二済み否すカ、ア

町の福祉医療助成制席
制　　　度1　名・ ��x������7�������,ﾈ������>�������vR�

乳幼児医療 ����飲Y�ﾉ���ｸ�X�X�X抦ｧxﾕｨ��ｧy��-ﾈ,R�

鞄魯 ��Y,ｨ����?ｹv8髦�9|8�委�WH�ｨ��?ﾈ��*�.h-�?ﾈ��鳬�磯i|9wｹN��

②所得制限…なし 

③一部自己負担額 

・1医療機関あたり人・通院　各500円／1日（月2日限度） 

・対象者1人あたり1ヶ月負担限度額2500円 

【旭】すこやか推進課（内253） ���#S��苓/�+H*h.��ｨﾘx,ﾘ��¥ｩ7)�ﾉ��,�.h.飲隴)ZX*(�｢�

ひとり親家庭医療費 ����ﾉ���ｲ�・18歳に到達した年度末日までの子とその親の入・通院 

塵か推盈 ��Y^ｨ��彿.ｸ�YX8��彿.ｸ��{ﾉ�X,ﾈ*(,�*(��,iwｸ支�"�

②所得制限 
※児童扶養手当（一部支給）の所得制限を準用 

2人（扶養親族等の数）268万円未満（収入ベース403万円） 

③一部自己負担額 
・1医療機関あたり入・通院各500円／1日（月2日限度） 
・対象者1人あたり1ヶ月負担限度額2500円 

（2500円を超える場合は、別途申請により償還払い） 

障害者医療 巌 ��傴(��ﾉ���ｸ�ﾂ�・1～2級の身体障薯者手帳所持者（児） ・重度の知的障尊者（児） 

・中度の知的障害者で、身体障書者手帳所持者（児） 
・中度以上の知的障尊者の入・通院一部負担金 

②所得制限 
※障書基礎年金（全部支給停止）の所得制限を準用 
本人所得462万円1千円以下（単身の場合・収入ベース645万1千円） 

③一部自己負担額 
・1医療機関あたり入・通院各500円／1日（月2日限度） ・対象者1人あたり1ヶ月負担限度額2500円 

【担】いさかい支援課（内202・203） ���#S��苓/�+H*h.��ｨﾘx,ﾘ��¥ｩ7)�ﾉ��,�.h.飲隴)ZX*(�｢�

老　人　医　療 ����ﾉ���ｸ�X�X��･��(�9|8�h�X-�,h.��X彿.ｸ�9|8�h,ﾉ���ｸ�"�（所得制限については、上記それぞれの医療のとおり） 

一部負担金 ��Y<�.壱隲9���ｸ�(��ｫI�X�,ﾉuﾉf姐�-�ｫI�X�,ﾈｫ8�(,���+x.�9|8,亊h+x.��
法律に基づく結核、自立支援（精神通院）に関する法律に基づく医療を 

等一部助成 假8*�,H*(.倆(�傀ｩ;��xﾌ���gｹ�ﾈ�;�#S冓ﾈ苓決岑�c)�ﾉ�(ﾟｸ�｢�②一部自己負担額 

（65歳以上） ��S��9|8ｴ�ｭh*�+ﾘ.�?ﾈ�Y,ｨ��ｦSS��苓���?ｨ�佇�)?ｨﾌ�7��｢��Y���ｸ�#��ﾈ*�+ﾘ.��9hﾈ餽�%8ﾌ�7逢｣#S��冷�

【担】保　険　課（内221・222） �����#S��苓/�+H*h.��ｨﾘx,ﾘ��¥ｩ7)�ﾉ��,�.h.飲隴)ZX*(�｢�
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高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
重
用
の
助
成

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
左
記
の
と
お
り

助
成
し
ま
す
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、
高

齢
者
に
多
く
み
ら
れ
る
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺

炎
を
予
防
し
ま
す
。
助
成
を
希
望
す
る
方
は

町
内
医
療
機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
の

予
防
接
種
で
す
。
）

開
始
時
期
…
4
月
1
日
か
ら

対
象
と
な
る
方
…
忠
耐
町
に
住
民
登
録
の
あ

る
方
で
、
接
種
時
点
で
7
0
歳
以
上
の
方
。

た
だ
し
、
過
去
に
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方

は
、
受
け
て
か
ら
5
年
以
上
の
間
隔
が
あ

る
方
に
限
り
ま
す
。

助
成
回
数
…
お
一
人
1
回
限
り
で
す
。

助

成

額

…

3

5

0

0

円

※
全
額
助
成
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
接
種
料
金

か
ら
3
5
、
0
0
円
を
差
し
引
い
た
額
を
医

療
機
関
に
お
支
払
い
た
だ
き
ま
す
。
（
例

・
接
種
料
金
が
7
5
0
0
円
の
場
合
、
7

5

0

0

円

－

3

5

0

0

円

＝

4

0

0

0

円

の
お
支
払
い
）

※
接
種
料
金
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。
直
接
医
療
機
関
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

接
種
場
所
…
町
内
医
療
機
関
に
限
り
ま
す
。

（
1
8
ペ
ー
ジ
の
実
施
機
関
一
覧
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
）

※
入
院
中
、
町
外
に
滞
在
中
、
重
篤
な
慢
性

疾
患
が
あ
る
方
な
と
、
や
む
を
得
な
い
理

由
で
町
外
医
療
機
関
で
し
か
接
種
が
で
き

な
い
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
　
み
…
医
療
機
関
に
申
込
書
兼
予
診
票

が
あ
り
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は

直
接
医
療
機
関
に
ご
予
約
い
た
だ
き
、
窓

口
で
申
込
書
・
予
診
票
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。
そ
の
際
は
、
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を

証
明
で
き
る
も
の
　
（
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
）
　
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。



本人通知制度（事前登録制）
この制度は、住民課へ事前に登録した

人（事前登録者）の住民票の写しや戸籍

謄本等が、本人の代理人や第三者に交付

されたとき、事前登録者に対して交付し

た事実を通知する制度で、不正請求や不

正取得を抑止することができます。問い

合わせ、申請は住民課へ。

泉州国際市民チャリティーマラソン20

12のランナーとして、本町友好都市から

ポール・グリーンさん、マーガレット・

チュウさんが来町し、忠岡町国際交流協

会（小島保洋会長）会員、忠岡保育所の
子どもたちと親善を深めました。

【友好ランナーの成績】
ポール・グリーンさん
一般男子の部654位／3時間41分04秒

マーガレット・チュウさん
一般女子の部128位／4時間06分21秒
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田
男
女
共
同
参
画
の
実
現
を

目
指
す
ま
ち
た
だ
お
か

～
忠
岡
町
男
女
共
同
参
画
計
画
　
基
本
理
念
～

蜜
を
取
材
蘭
）

轡
記
者

「
□
は
こ
う
あ
る
へ
書
」
「
男
は
こ
う
あ
る
へ
書
」

と
約
め
つ
け
て
い
ま
せ
ん
ガ
？

本
町
が
行
っ
た
『
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
住
民
意
識
調
査
　
（
平
成
2
2
年
3

月
）
』
　
の
結
果
に
よ
る
と
、
男
女
が
平

等
に
な
る
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
と

し
て
、
「
女
性
を
取
り
巻
く
様
々
な
偏

見
や
、
固
定
的
な
社
会
通
念
、
慣
習
・

し
き
た
り
を
改
め
る
」
、
「
男
性
の
意

識
改
革
」
と
回
答
し
た
割
合
が
上
位
に

あ
が
っ
て
お
り
、
男
女
共
同
参
画
の
意

識
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
、
『
肯
定
的

な
意
見
（
そ
の
通
り
だ
と
思
う
、
と
ち

ら
か
と
い
う
と
そ
う
思
う
）
』
と
『
否

定
的
な
意
見
　
（
そ
う
は
思
わ
な
い
、
と

ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
は
思
わ
な
い
）
』

を
み
る
と
、
女
性
で
は
約
3
2
％
対
約
6
4

％
、
男
性
で
は
約
3
8
％
対
約
5
8
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
男
女
と
も
に
『
否
定
的

な
意
見
』
が
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
が

女
性
の
方
が
男

性
よ
り
『
否
定

的
な
意
見
』
　
の

比
率
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
大
阪
府

調
査
と
比
へ
る

と
、
本
町
の
方

が
男
女
と
も
に
『
否
定
的
な
意
見
』
　
の

比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る
に

は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
か
男
女
共
同
参

画
に
つ
い
て
の
理
解
と
意
識
を
持
つ
こ

と
か
重
要
で
す
が
、
「
女
だ
か
ら
、
男

だ
か
ら
」
な
と
と
い
う
固
定
的
な
性
別

役
割
分
担
意
識
や
、
そ
れ
を
反
映
し
た

社
会
制
度
・
慣
行
が
今
も
根
強
く
残
っ

て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
男
女
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
や
能
力
を
発
揮
す
る
機
会
を
狭

め
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
妨

げ
る
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
や
地
域
・
職
場
・
学
校
な
と
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
、
性
別
役
割
分
担
な
ど

を
反
映
し
た
制
度
・
慣
行
・
し
き
た
り

な
と
を
見
直
し
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず

個
人
の
能
力
が
発
揮
で
き
る
社
会
を
目

指
し
て
、
私
た
ち
自
身
が
そ
れ
ぞ
れ
男

女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
『
忠
岡
町
男
女
共
同
参
画
計
画
（
平

成
2
3
年
3
月
）
』
及
び
『
忠
岡
町
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
住
民
意
識
調

査
報
告
書
　
（
平
成
2
2
年
3
月
）
』
　
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
【
人
権
平
和
室
】

8
月
に
長
崎
で
開
催
さ
れ
る
平

和
式
典
な
と
を
取
材
す
る
親
子
記

者
を
全
国
か
ら
募
集
し
ま
す
。
小

学
生
　
（
4
年
生
以
上
）
　
と
そ
の
保

護
者
（
各
1
名
）
　
が
対
象
で
、
参

加
費
等
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

【
抽
選
9
組
】

実
施
期
間
　
8
／
8
　
（
水
）

～
1
1
　
（
土
）

応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
ま
た
は
E
メ

ー
ル
で
、
①
住
所
②
参
加
者
と

保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

性
別
・
保
護
者
印
鑑
③
小
学
生

の
学
校
名
・
学
年
④
電
話
番
号

⑤
平
和
を
願
う
一
言
メ
ッ
セ
ー

ジ
記
入
の
上
、
次
記
ま
で
。

締
　
切
　
5
／
7
㈲
消
印
有
効

応
募
・
問
合
せ
　
日
本
非
核
宣
言

自
治
体
協
議
会
　
〒
8
5
2
－

8
1
1
7
　
長
崎
市
平
野
町
7

－
8
　
長
崎
市
平
和
推
進
課
内

℡

0

9

5

・

8

4

4

・

9

9

2

3

h
t
t
p
＼
＼
w
w
w
n
u
c
f
r
e
e
］
m
竜
a
n

1

－

＝

1

・

㍉

「

・

－

i

－

－

」

一
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

斥
憎
慄
憫
澗
博
一

日
　
時
　
4
月
2
8
日
　
（
土
）

1
0
時
～
1
6
時

1
5
時
3
0
分
ま
で
に
直
接
会
場
へ

場
　
所
　
和
泉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
1
階
中
集
会
室
）

和
泉
市
府
中
町
2
－
7
－
5

内
　
容
　
不
動
産
に
関
す
る
悩
み

・
問
合
せ

【
間
】
㈱
大
阪
府
不
動
産
鑑
定
士

協
会

℡

0

6

・

6

2

0

3

・

2

1

0

0
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忠
岡
町
議
会
議
員
報
酬

一
律
5
％
削
減

議
会
で
は
、
財
政
健
全
化
に
資

す
る
た
め
議
員
定
数
削
減
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
更
な
る
健
全

化
に
資
す
る
た
め
議
員
報
酬
削
減

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

【期間】
平
成
2
4
年
4
月
1
日

～
平
成
2
7
年
4
月
3
0
日

平
成
2
4
年
第
1
回
定
例
会
が
、

3
月
1
日
に
招
集
、
2
9
日
ま
で
を

会
期
と
定
め
審
議
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。第

1
日
目
と
な
っ
た
1
日
は
、

和
田
町
長
か
ら
新
年
度
の
施
政
方

針
が
表
明
さ
れ
、
各
会
計
の
当
初

予
算
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

先
例
に
よ
り
、
予
算
審
査
特
別

委
員
会
（
委
員
名
は
別
掲
）
　
が
設

置
さ
れ
付
託
審
査
さ
れ
る
こ
と
に

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

静
川
豊
彦
氏
（
新
）

（
高
月
南
1
丁
目
）

な
り
ま
す
。議

決
結
果
一
覧

▼
即
日
報
告
さ
れ
た
も
の

◎
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

・
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

及
び
和
解
に
つ
い
て

▼
即
日
同
意
さ
れ
た
も
の

◎
忠
岡
町
固
定
資
産
評
価
者
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
岸
和
田
市
泉
大
津
市
貝
塚
市
和

泉
市
高
石
市
忠
岡
町
に
お
け
る

広
域
事
業
者
指
導
課
共
同
設
置

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

◎
忠
岡
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

◎
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

・
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例

・
忠
岡
町
一
般
職
の
職
員
の
管
理

職
手
当
に
関
す
る
条
例

・
忠
岡
町
一
般
職
の
職
員
の
特
殊

勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

・
忠
岡
町
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

・
忠
岡
町
介
護
保
険
条
例

◎
平
成
2
3
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
5
号
）
　
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3

号
）
　
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）
　
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
　
に

つ
い
て

▼
即
日
受
理
さ
れ
た
も
の

◎
事
務
報
告
に
つ
い
て
　
（
平
成
2
3

年分）

▼
即
日
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
も
の

◎
平
成
2
4
年
度
予
算
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
一
般
会
計

・
忠
岡
町
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計

・
忠
岡
町
介
護
保
険
特
別
会
計

・
忠
岡
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計

・
忠
岡
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
忠
岡
町
浜
霊
園
事
業
特
別
会
計

・
忠
岡
町
水
道
事
業
会
計

【
予
算
審
査
特
別
委
員
会
】

委

員

長

　

北

　

村

ラ
ラ
　
〔
E
メ
　
F
T
J
　
　
」
」
〔

l
　
副
委
員
長
　
松

委

　

　

員

　

杉

委

　

　

員

　

是

委

　

　

員

　

森

∧
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
＞

議

　

　

長

　

前

国
民
年
金

▼
学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

2
0
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
困
難
で
、
所
得
が
一
定
以

下
の
学
生
で
あ
る
な
ら
ば
学
生
納

付
特
例
制
度
を
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
承
認
さ
れ
る
と
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
申

請
は
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で

き
る
も
の
　
（
学
生
証
等
）
　
を
添
付

し
役
場
保
険
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。な

お
、
平
成
2
3
年
度
に
学
生
納

付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
方

で
、
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
を

希
望
さ
れ
る
場
合
も
、
再
度
申
請

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
こ
注
意

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
2
3
年
度
の
学
生
納

付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
方

で
、
平
成
2
4
年
4
月
以
降
も
引
き

続
き
在
学
予
定
で
あ
る
こ
と
を
あ

ら
か
じ
め
把
握
で
き
た
方
に
対
し

て
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
申
請
用

ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
在
学
中
の
場
合
は
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
返
送
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
平
成
2
4
年
度

（
平
成
2
4
年
4
月
～
平
成
2
5
年
3

月
）
　
に
つ
い
て
も
学
生
納
付
特
例

申
請
を
行
う
こ
と
か
で
喜
ま
す
。

（
学
生
証
明
書
等
添
付
不
要
）

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

3
0
歳
未
満
の
学
生
で
な
い
方

で
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
、

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が

一
定
以
下
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
の

納
付
か
猶
予
と
な
る
　
「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」
を
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。
申
請
希
望
の
方
は
年
金
手

帳
、
印
鑑
を
こ
持
参
の
上
、
役
場

保
険
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
問
】
役
場
　
保
険
課

℡

2

2

・

1

1

2

2

堺
西
年
金
事
務
所

℡

0

7

2

・

2

4

3

・

7

9

0

0

税
　
　
金
　
【
税
務
課
】

▼
固
定
資
産
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
と
固
定
資
産
課
税
台

帳
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す

町
内
に
固
定
資
産
を
お
持
ち
の

方
に
、
平
成
2
4
年
度
の
土
地
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
計
算
基
礎
に
な
り

ま
す
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
期
間
　
4
／
1
㈱
～
5
／
3
1
㈹

午
前
9
時
～
午
後
5
時
3
0
分

（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

t
場
所
　
役
場
税
務
課

■
必
要
な
も
の
　
印
鑑
と
運
転
免

許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の

▼
住
宅
の
バ
リ
ア
プ
リ
Ⅰ
改
修
に

伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

平
成
1
9
年
1
月
1
日
以
前
か
ら

存
在
す
る
住
宅
　
（
賃
貸
住
宅
を
除

く
）
　
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
行

っ
た
場
合
、
固
定
資
産
税
を
減
額

※
た
だ
し
、
新
築
軽
減
等
そ
の
他
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の
減
額
措
置
を
受
け
て
い
る
場

合
や
、
既
に
こ
の
減
額
を
受
け

た
場
合
を
除
き
ま
す
。

◎
要
件

①
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す

る
既
存
の
住
宅
で
あ
る
こ
と

（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

6
5
歳
以
上
の
方
・
要
介
護
認
定

ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
て

い
る
方
・
障
害
者
の
方

②
改
修
工
事
の
費
用
か
ら
各
種
補

助
金
等
を
除
い
て
自
己
負
担
が

3
0
万
円
以
上
の
も
の
。

③
平
成
1
9
年
4
月
1
日
～
平
成
2
5

年
3
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
行
わ

れ
た
以
下
の
改
修
工
事
で
あ
る

こ
と
。

※
廊
下
の
拡
幅
・
階
段
の
勾
配

の
緩
和
・
浴
室
の
改
良
・
便

所
の
改
良
・
手
す
り
の
取
付

け
・
床
の
段
差
の
解
消
・
引

本
町
自
衛
隊
入
隊
者

和
田
町
長
が
激
励

三
森
早
人
さ
ん

（
忠
岡
北
1
丁
目
）

き
戸
へ
の
取
替
え
・
床
表
面

の
滑
り
止
め
化

◎
減
額
範
囲
　
改
修
家
屋
に
か
か

る
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
の

3
分
の
1
。

（
1
0
0
2
m
を
限
度
）

◎
申
請
方
法
　
改
修
後
3
ヶ
月
以

内
に
工
事
明
細
恵
や
写
真
等
の

関
係
書
類
を
税
務
課
固
定
資
産

税
係
へ
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
に
応
じ
て
現
地
確
認
を
行

い
ま
す
。

◆
住
宅
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定
資

産
税
の
減
額
措
置
・
省
エ
ネ

（
熱
損
失
防
止
）
　
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
に
つ

い
て
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

▼
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

減
免
に
つ
い
て

高
齢
者
等
に
係
る
固
定
資
産
税

・
都
市
計
画
税
の
減
免

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
が
困
難
で
あ
る
方
が
次
の
要

件
を
す
へ
て
満
た
し
た
場
合
、
申

請
に
よ
り
自
ら
住
ん
で
い
る
自
己

居
住
用
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
　
の

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
減

免
し
ま
す
。

◎
要
件

①
所
有
者
が
寡
婦
（
寡
夫
）
、
特
別

障
著
者
ま
た
は
6
5
歳
以
上
　
（
1

月
1
日
現
在
）
　
の
い
ず
れ
か
で

あ
る
こ
と
。

②
所
有
者
及
び
所
有
者
と
生
計
を

一
に
す
る
す
へ
て
の
方
の
前
年

中
の
所
得
金
額
が
、
住
民
税
均

等
割
非
課
税
限
度
額
以
下
で
あ

る
こ
と
。

③
自
己
居
住
用
家
屋
の
延
床
面
横

が
7
0
。
m
以
下
で
あ
る
こ
と
。

④
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
額

が
5
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

◎
減
免
額
　
閻
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
2
分
の
1
相
当
額
を

減
免
し
ま
す
。

◎
申
請
・
間
合
先
　
納
期
限
の
7

日
前
ま
で
に
税
務
課
固
定
資
産

税
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
納
付
済
の
税
額
に
つ

い
て
は
還
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

軽
自
動
車
税

▼
軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
に
つ

い
て

◆
対
象
者
　
①
身
体
障
害
者
の
方

が
所
有
・
使
用
す
る
場
合

②
身
体
障
害
者
の
方
と
生
計
を
同

じ
に
す
る
人
が
所
有
し
、
も
っ

ぱ
ら
障
害
者
の
た
め
に
運
転
を

す
る
場
合

③
生
活
保
護
法
の
扶
助
を
受
け
て

い
る
方
が
所
有
・
使
用
す
る
場

合
④
公
益
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合

※
①
②
に
つ
い
て
は
、
平
成
2
3
年

度
よ
り
、
減
免
を
受
け
ら
れ
る

障
害
の
区
分
・
等
級
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
の
で
一
度
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
書
（
役
場
1
階
税
務
課
に

あ
り
ま
す
）
、
印
鑑
、
障
害
者

手
帳
や
生
活
保
護
証
明
書
等
、

免
許
証
、
車
検
証

★
昨
年
減
免
を
受
け
た
方
は
継
続

申
請
の
み
で
可
（
申
請
書
は
役

場
か
ら
個
別
郵
送
）

★
た
だ
し
、
車
を
買
い
換
え
た
方

は
再
申
請
が
必
要
で
す
。

★
自
動
車
税
（
普
通
車
）
　
と
の
重

複
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
受
付
締
切
日
…
5
月
2
4
日
（
木
）

【
間
】
税
務
課

障
害
者
　
【
い
さ
か
い
支
援
謀
】

▼
忠
岡
町
重
度
身
体
障
害
者
訪
問

入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
開
始
に

つ
い
て

4
月
1
日
よ
り
入
浴
が
困
難
な

重
度
身
体
障
害
を
お
持
ち
の
方
に

対
し
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

開
始
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

※
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
で

自
力
又
は
家
族
等
の
介
助
の
み

で
は
入
浴
で
き
な
い
方

○
医
師
が
可
能
と
認
め
る
方

○
当
該
対
象
者
を
介
護
し
て
い
る

者
の
付
添
が
可
能
な
方

【
利
用
回
数
】
月
2
回
（
無
料
）

育
料
の
全
額
を
、
第
2
児
以
降
は

保
育
料
の
4
分
の
3
の
額
を
徴
収

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
1
0

0
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
金
額
と
し
ま

す）▼
平
成
2
4
年
度
義
務
教
育
就
学
援

助
吏
申
請
受
付

○
申
請
書
配
布
期
間

～
4
月
2
7
日
（
金
）

・
役
場
4
階
数
育
総
務
課
で
配
布

÷
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
受
付
期
間
　
～
4
月
2
7
日
（
金
）

○
認
定
・
支
給
　
教
育
委
員
会
が

審
査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

★
昨
年
認
定
さ
れ
た
方
も
、
改
め

て
申
請
が
必
要
で
す
。

こ

と

も

学
　
校
　
【
教
育
総
務
課
】

▼
平
成
2
4
年
度
忠
岡
町
立
幼
稚
園

の
保
育
料
軽
減
に
つ
い
て

【
入
園
後
、
幼
稚
園
を
通
じ
て

申
請
が
必
要
で
す
】

1
家
庭
か
ら
、
同
時
に
2
人
以

上
在
園
す
る
場
合
、
第
1
児
は
保

▼
児
童
扶
嚢
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
な
ど
の
月
額
変
更

月
額
が
2
4
年
4
月
か
ら
変
わ
り

ま
す
。【

児
童
扶
養
手
当
】

（
1
人
目
）

全

部

支

給

　

4

1

5

5

0

円

↓

4

1

4

3

0

円

一

部

支

給

　

4

1

5

4

0

円

～

9

8

1

0

円

↓

4

1

4

2

0

円

～

9

7

8

0

円

（
2
人
目
）
…
5
0
0
0
円

以
後
1
人
増
え
る
ご
と
に

3

0

0

0

円

※
2
人
目
以
降
は
従
来
通
り
で
す

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

（
1
級
）
　
5
0
5
5
0
円
1



（馬瀬2丁目）（忠岡束1丁目）

No546　2012　41（10）

5

0

4

0

0

円

（
2
級
）
　
3
3
6
7
0
円
↓

3

3

5

7

0

円

【
間
】
す
こ
や
か
推
進
課

・
特
別
障
害
者
手
当

2

6

3

4

0

円

↓

2

6

2

6

0

円

・
障
害
児
福
祉
手
当

1

4

3

3

0

円

1

1

4

2

8

0

円

・
経
過
的
福
祉
手
当

1

4

3

3

0

円

↓

1

4

2

8

0

円

【
問
】
　
い
さ
か
い
支
援
課

▼
児
童
扶
贅
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
振
込
み

4
月
期
（
平
成
2
3
年
1
2
月
～
平

成
2
4
年
3
月
分
）
　
の
手
当
を
、
大

阪
府
か
ら
4
月
1
1
日
　
（
水
）
　
に
指

定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

【
間
】
す
こ
や
か
推
進
課

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

医

　

療

　

　

　

【

保

険

課

】

国
民
健
康
保
険
【
保
険
課
】

触
全
国
地
区
衛
生
組
織
連
合
会

会

長

表

彰

保
健
衛
生
の
向
上
に
寄
与

長

岡

靖

子

氏

酬
日
本
公
衆
衛
生
協
会

会

長

表

彰

公
衆
衛
生
の
向
上
に
寄
与

羽

田

君

子

氏

ロー－
▼
平
成
2
4
年
度
　
国
展
健
康
保
険

料
仮
算
定
納
付
通
知
書
を
送
付

し
ま
す

4
月
中
旬
に
発
達
し
ま
す
の
で

し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

▼
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
書
証

（
橙
色
）
　
を
発
送
し
ま
し
た

3
月
末
に
送
付
し
ま
し
た
の
で

4
月
1
日
以
降
は
、
新
し
い
期
限

（
平
成
2
4
年
4
月
1
日
～
7
月
3
1

日
）
　
の
証
を
こ
使
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
の
制
度
改
正
が
見
送

ら
れ
ま
し
た
の
で
、
負
担
割
合
に

「

！

一

■

i

i

i

。

■

i

■

－

J

旧

■

日

　

．

　

二

軍
旧

　

　

．

′

　

　

　

　

i

r

■

＝

■

≡

■

■

t

■

＝

■

＝

．

・

．

；

■

t

．

し

▼
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
皆

さ
ま
へ

平
成
2
4
年
4
月
か
ら
、
高
額
な

診
療
費
等
が
か
か
る
被
保
険
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
従
来
の

入
院
診
療
に
加
え
、
外
来
診
療
に

つ
い
て
も
同
一
医
療
機
関
等
で
の

同
一
月
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担

限
度
額
を
超
え
る
場
合
は
、
高
額

療
養
費
を
事
後
に
申
請
し
て
受
給

す
る
手
続
き
に
代
え
て
、
窓
口
で

の
支
払
い
を
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
に
と
ど
め
る
取
扱
い
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

忠
岡
町
国
民
健
康
保
険
及
び
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
で
、
7
0
歳
未
満
の
方
と

7
0
歳
以
上
の
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
方
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
、

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
等
」
を
提
示
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
交
付

の
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
入
院
さ
れ
て
る
方
な

ど
す
で
に
　
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
等
」
　
（
平
成

2
4
年
7
月
3
1
日
有
効
期
限
）
　
を
お

納
期
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
料
第
1
期
分

介

護

保

険

料

第

1

期

分

納
期
限
は
5
月
l
日
で
す

持
ち
の
方
は
、
改
め
て
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
等
の
交
付
申
請
に
必

要
な
も
の

・
被
保
険
者
証
　
　
・
印
鑑

m
㈲
㈲
㈲
閏
恩
閏
‥

第
3
6
回

S
C
大
阪
ね
ん
り
ん
の
旅

行
き
先
　
広
島
・
宮
島
の
旅

日
　
程
　
7
／
2
（
月
）
～
4
（
水
）

代

　

金

　

3

4

、

8

0

0

円

申
込
締
切
　
5
／
1
1
（
先
着
1
0
名
）

【
間
】
忠
岡
町
老
人
ク
ラ
ブ
事
務

局
　
（
役
場
い
き
が
い
支
援
課
）

℡

2

2

・

1

1

2

2

▼
国
税
専
門
官
募
集

・
受
験
資
格
　
①
昭
和
5
7
年
4
月

2

日

～

平

成

3

年

4

月

1

日

生

ま
れ
の
方
　
②
平
成
3
年
4
月

2
日
以
降
生
ま
れ
の
方
で
大
学

を
卒
業
及
び
平
成
2
5
年
3
月
ま

で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
方

※
人
事
院
が
②
と
同
等
の
資
格

が
あ
る
と
認
め
る
方

・
申
込
受
付
　
4
月
2
日
～
1
2
日

（
郵
送
の
場
合
は
4
／
1
2
ま
で

の
消
印
有
効
）

・
第
1
次
試
験
　
6
／
1
0
（
日
）

【
間
】
泉
大
津
税
務
署

℡

3

3

・

5

6

0

1

▼
仕
事
を
探
し
て
い
る

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
へ

「
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
」
を
こ
利
用
く
だ
さ

い
。
就
職
・
転
職
・
職
場
の
悩
み

な
と
に
つ
い
て
の
こ
相
談
に
応
じ

ま
す
。

相
談
日
　
月
～
土
　
川
時
～
1
6
時

場
　
所
　
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
6

【
問
・
申
込
】
母
子
家
庭
等
就
業

・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

℡

0

6

・

6

7

6

2

・

9

4

9

8

陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地

創
立
記
念
行
事
の
ご
案
内

日
　
時
　
4
月
2
9
日
　
（
日
）

9
時
～
1
5
時

会
　
場
　
信
太
山
駐
屯
地

内
　
容
　
観
閲
式
、
訓
練
展
示
、

装
備
品
展
示
、
野
外
売
店
な
と

★
入
場
無
料
　
　
★
雨
天
決
行

★
お
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

【
問
】
防
衛
省
陸
上
自
衛
隊

信
太
山
駐
屯
地
広
報
室

℡

4

1

・

0

0

9

0

藤
野
ら
の

暦
移
議
に
つ
い
て

現
在
、
大
阪
府
で
は
、
平
成
2
2

年
度
か
ら
銅
年
度
の
3
年
間
で
、

「
全
市
町
村
に
特
例
市
並
み
の
権

限
移
譲
」
を
実
現
す
る
た
め
の
取

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

町
で
は
、
平
成
2
4
年
4
月
か
ら
次

の
事
務
を
受
入
れ
ま
す
。

今
後
も
住
民
生
活
の
向
上
に
資

す
る
よ
う
、
事
務
の
受
入
れ
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

【
担
・
い
き
が
い
支
援
課
】



公私幼保交流事業小学校で交流会

4日ガ■とって宅楽しみ！
4月に忠岡小学校1年生になる保育所や幼稚園

のお友達が、小学生から学校のことをいろいろと

教わりました。　　　　【2／28　忠岡小学校】

第15回　カンガルーカップ

忠岡町代表チームが優勝！
小学校5年生以下のサッカー大会であるカン

ガルーカップで見事優勝を勝ち取りました。

【3／4　岸和田市】

大阪府教育コミュニティづくり実践交流会

キッズ・プラチームが代表発表
2月25日に、大阪市大手前ドーンセンターで開催さ

粍姦褒読会薗解雇　恩恵陶　等奪瀞　多′芳撃恕緋等些梅表
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【
泉
北
ブ
ロ
ッ
ク
こ
と
も
会
】

オ
セ
ロ
大
会
で

益
田
チ
ー
ム
ガ
健
闘

【
2
／
1
8
　
泉
大
津
市
】

【
児
童
館
・
児
童
合
唱
教
室
】

パ
ン
ピ
ー
ナ
が

泉
北
合
唱
崇
に
参
加

【
3
／
4
　
高
石
市
】

◎
精
神
陣
が
い
者
相
談
員
へ
の
相

談
等
業
務
の
委
託

【
担
・
建
設
課
】

◎
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
測
量
等

の
際
の
試
掘
の
許
可

◎
都
市
計
画
施
設
等
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
の
規
制

◎
優
良
住
宅
の
認
定
等

◆
詳
し
く
は
政
策
推
進
課
へ

※
各
事
務
に
関
し
て
は
各
担
当
課

5
市
1
町
に
よ
る

事
務
の
共
同
処
理

に
つ
い
て

本
町
で
は
、
事
務
の
効
率
的
で

適
切
な
執
行
を
進
め
る
た
め
、
次

の
事
務
に
つ
い
て
、
平
成
2
4
年
4

月
か
ら
5
市
1
町
（
岸
和
田
市
、

泉
大
津
市
、
貝
塚
市
、
和
泉
市
、

高
石
市
、
忠
岡
町
）
　
に
よ
る
共
同

処
理
を
行
い
ま
す
。
事
務
所
は
岸

和
田
市
役
所
内
に
開
設
し
ま
す
。

◎
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
の
指
定
等

◆
詳
し
く
は
い
さ
が
い
支
援
課
へ

寄
附
・
寄
贈

『
D
I
S
T
A
N
C
E
』

井
上

・
金
1
0
、横

田

絵
画
（
水
彩
画
）

今
里
様（

馬
瀬
1
丁
目
）

5

2

2

円

登
様

（
忠
岡
東
3
丁
目
）



万

うち一般会計　74億8，540万円（実質ペース26・1％増）

【平成24年度予算の主な施策】

財団法人忠岡町開発協会
損失補償

15億2000万円
長年の懸案であった同協会を解散す

るた臥　第三セクター等改革推進倭

を発行し損失補償を実行します。

5市1町広域連携負担金

577万円
権限委譲に係る事務を5市1町で共
同処理を行うための負担金

救急デジタル無線基本
設計委託料　485万円
平成28年度からの救急無線のデジタ
ル化に向け基本設計を実施します。

；会計別予算額

高齢者肺炎球菌ワクチン　　忠岡小学校本館耐震化

接種一部助成事業　　　　　工事　　5500万円

210万円　　　　　忠岡小学校本館の耐農化工事を実施

70歳以上の高齢者を対象に肺炎球菌
します。

ワクチン予防接種を一部公費負担に　　■T

より実施します。

幼稚園預かり保育充実

事業　　　405万円
24年度は通年の実施とすることから

空調設備を整備します。

学ぶ楽しさを育むモデル

事業　　　　152万円

学校生活の定香を図ることができる
よう非常勤講師を配置します。

会　　計　　名 剴#ID�7��23年度 ��ﾘﾋ逢｢�増減率 
予算額A 冰ﾈ蟀W�"�C（A－B） �8��"�

一　般　会　計 剴x�CCス�CC���6．051．900 ���ﾃC38�3S���23．7 

l（繰上充用全除き） 劍�度�3Cス�3C���｢�（5．935．930） �����CYH｣Cs��｢�（26．1） 

特　別　会　計 剴H�C��8ﾈ�3"�4－844－056 田��CSsb�1．4 

国民健康保険事業会 ��1．993．878 �(�ﾃ��h�C##2�△22．345 ��#��C��

介護保険会 ��1．238．096 ���C�S��CC���78．687 塗�C��

後期高齢者医療特別会 ��362，680 �33h�C#���26．471 度�C��

下水道事業会 ��1．307．296 ���C3#��ﾃS3��△13′234 ��#��C��

浜霊園事業会 ��11．682 ����Ccコ�△3 ���C��

企　業　会　計 �337．177 �3SH�3#sB�△17′097 ��#H�C��

水道事業会計 �337．177 �3SH�3#sB�△17．097 ��#H�3��

全会計合計 剴�(�ﾃs3h�ﾃ#���11．250．230 ���ﾃCス�ﾃ都��13．2 

平成24年1月末人口18．081人　　■平成23年度の一人当たり歳出予算額　331′284円／人
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平
成
2
4
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
前
年
度
当

初
比
2
3
・
7
％
増
の
7
4
億
8
、
5
4
0
万
円
で
、
2
3
年
度
当
初
予

算
の
繰
上
充
用
金
を
除
い
た
実
質
の
予
算
額
ペ
ー
ス
で
の
伸
ひ
率

は
開
∵
1
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
加
え
た
総
額
は
、
前
年
度
当

初
比
1
3
・
2
％
増
の
1
2
7
億
3
、
6
2
0
万
9
千
円
で
す
。

一
般
会
計
の
増
の
主
た
る
要
因
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
「
財
団

法
人
忠
岡
町
開
発
協
会
」
を
解
散
す
る
た
め
の
経
畠
と
し
て
、
1
5

億
2
、
0
0
0
万
円
を
計
上
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
萄
り
ま

す
。
こ
れ
を
除
く
と
、
忠
岡
小
学
校
耐
震
補
強
工
事
や
町
民
い
こ

い
の
広
場
整
備
事
業
に
係
る
公
債
費
が
増
と
な
り
、
繰
上
充
用
金

や
子
ど
も
手
当
が
減
と
な
る
な
ど
で
、
1
・
4
％
　
（
△
8
、
6
5

0
万
円
）
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
別
会
計
の
増
の
主
た
る

要
因
は
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。



区　　　　分 剴#ID�7��23年度 ��ﾘﾋ逢｢�増減率 
予算額A 冰ﾈ蟀M�"�C（A－B） �8��"�

町　　　　　税 �2′225．737 �(�C#3佇�3��△14′202 ��#��Cb�

分担金負担金 �81．753 塔(�C3S2�△600 ��#��Cr�
自 主 俶yw�{���I{�����H�ﾃc�2�118，329 ��#8�Cc3b�△3．1 

財　産　収　入 �9，834 祷�3�3B�0 ���C��

財 弍�����Xﾘ����ｾ��迭�5 ���0，0 繰　　入　　金 �231．549 �3x�CS���194．049 鉄�x�CR�

繰　　越　　金 �1 ��ｲ�1 丶i�ﾒ�
源 傚H���������?ﾂ�鉄��Ccィ�449．008 ��#3���C3#B�△86．9 

小　　　計 �2．722．256 �(�C�3h�C田��△214．712 ��#x�C2�

依 存 �&饑ｲ�与税 �3X�C����36′000 ��#��C����△2．8 

利子害 佰�WHｾ��7′400 嶋�C����△1，500 ��#�h�C��

配当害 佰�WHｾ��3，300 �8�CC���△100 ��#(�C��

株式等譲渡所得 割交付金 �1，000 ���Cs���△700 ��#C��C"�

地方消轟税 交　付　金 �175．000 ��sh�C����△1－000 ��#��Cb�

自動車取得税 交　付　金 �18．000 ��h�ﾃ����2．000 ��(�CR�

地方特例交付金 �19．000 滴�3����△23．000 ��#SH�C��

財 源 �&饑ｸﾏ�WI�R����Cc#��C����1，530，000 涛��C����5．9 

交通安全対策 特別交付金 �4′000 滴�3����0 ���C��

国庫支出金 �474′542 鉄�H�ﾃ#c��△39．726 ��#x�Cr�

府　支　出　金 �38乙202 �3c(�3scB�19．438 店�CB�

町　　　　　倍 �2．023．700 鼎���C����1′603′800 �3���C��

小　　　計 �4′763－144 �8�C��Hﾈ�3"�1．648′212 鉄(�C��

総　合　計 剴x�3Cス�3C���6．051．900 ���3C38�3S���23．7 

歳

区　　　分 �#ID�7��23年度 ��ﾘﾋ逢｢�増減率 
予算額A 冰ﾈ螽ｧ､"�C（A－B） �8��"�

人　　件　　鼻 ���3Cc��3�S��1．463．276 店�Cs�"�0．4 

扶　　助　　員 涛cx�C3s2�994．219 ��##h�Cイb�△2．7 

公　　債　　費 塔ド�C3s��802′104 塔H�C#cr�10．5 

物　　件　　員 ���C#�(�C鉄b�1．350′406 ��#Sx�CCS��△4．3 

維持補修費 都H�CCsR�64′739 祷�Cs3b�15．0 

補　助　轟　等 ���Ccベ�C�c��178，016 ���CS���C�S"�847．7 

積　　立　　金 釘�4 ���0．0 

繰　　出　　金 ����x�C�3��1′040．314 ��##8�3��2�△2．2 

貸　　付　　金 塔B�84 韮�0．0 

投資及び出資金 ���D ���0．0 

投資的経鼻 塔��ﾃャ��32．768 鼎��C��"�146．8 

繰上充用金 ���115．970 ��#��X�C都��皆減 

予　　備　　費 ����C����10′000 ���0．0 

合　　　計 度�CCス�CC���6．051．900 ���CC38�ﾃS���23．7 
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町の『中小企業
退職金共済制度』

加入促進補助制最

【間】産業振興課℡22－1122

消費生活相談
毎週火・金曜日13時～16時

★受付・問合せ

役場4階　産業振興課

℡22－1122

（相談無料、まずお電話を）

※相談日は予告なく変更する
場合もあります。

K　〟〟　UUU　〟　レ1侶

関西国際空港情報

★「Peach」長崎・鹿児島にも就航します！

3月より関西空港を拠点に運航をスタートした国内

初本格的LCC「Peach」が、現行の札幌、福岡に加

え、3月25日より長崎、そして4月1日より鹿児島へ

就航します。関西空港から長崎、鹿児島への就航は数

年ぶりであり、関西空港の国内線ネットワークがより

充実することとなります。低料金、そして気軽に旅行

を楽しめる「Peach」でぜひお出かけください0

【「Peach」フライトネットワーク】

・関西空港＝札幌（4便／B）

●関西空港＝福岡（3便／日）髄
◎3月25日より

・関西空港＝長崎（2便／巳）

◎4月1日より
・関西空港＝鹿児島（2便／白）

※5月にはソウル、7月以降に那覇、香港、台北にも

就航しますl
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同
工
会
だ
よ
幽

新
規
学
卒
者
を
採
用
さ
れ
た

企
業
の
み
な
さ
ま
へ

忠
岡
町
新
規
学
卒
就
職
者
激
励

委
員
会
（
町
内
企
業
、
忠
岡
町
、

商
工
会
で
構
成
）
　
で
は
、
毎
年
忠

岡
町
内
事
業
所
に
就
職
さ
れ
た
新

規
学
卒
者
に
就
職
応
援
記
念
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
忠
岡
町
の
企
業
に
新
し
く
社
会

人
と
し
て
就
職
さ
れ
た
皆
様
を
歓

迎
し
応
援
す
る
た
め
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
実

施
は
該
当
者
把
握
の
関
係
上
5
月

中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
該
当

す
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
委
員
会

ま
で
企
業
名
、
氏
名
、
性
別
等
を

こ
連
絡
（
登
録
）
く
だ
さ
い
。

登
録
締
切
　
4
月
1
3
日
（
金
）

【
間
】
忠
岡
町
商
工
会

（
激
励
委
員
会
事
務
局
）

T

E

L

　

3

3

・

3

2

0

8

F

A

X

　

3

2

・

4

8

8

0

（
事
業
主
負
担
）
し
、
常
時
雇

用
す
る
従
業
員
が
3
0
人
以
下

の
町
内
の
事
業
所

★
交
付
期
間
工
父
付
割
合

事
業
所
が
契
約
し
た
日
の
属

す
る
月
か
ら
3
年
間
（
3
6
ケ

月
）
、
掛
金
の
2
5
％
　
（
1
人

当
た
り
月
額
2
5
0
円
が
限

度
）
　
を
補
助

★
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
納

付
し
た
掛
け
金
の
内
訳
書
を
添

え
て
4
月
1
8
日
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
（
毎
年
4
月
～

翌
年
3
月
の
1
年
単
位
）

■
申
請
書
類
は
役
場
4
階
『
産
業

忠
岡
川
柳
会
（
漂
い
」
）

○
好
き
憎
い
還
暦
峠
に
置
き
忘
れ

鷹
峰
基
秀
選

（
○
印
は
推
薦
佳
句
）

▲
岡
川
　
　
衛

★
対
　
象
　
『
中
退
共
』
に
加
入
　
　
振
興
課
』
で
配
布
。

※
還
暦
峠
と
は
氏
、
独
得
の
巧
み
な
表
現
で
参
り
ま
し
た
。

た
い
も
の
で
す
。

○
憎
ら
し
い
思
い
始
め
は
好
き
始
め

○
憎
い
ひ
と
裏
を
返
せ
ば
好
き
な
人

憎
し
み
も
怨
み
も
消
し
て
友
の
通
夜

憎
い
の
は
昔
の
話
今
は
好
き

お
も
し
ろ
い
憎
み
憎
ま
れ
生
き
て
い
る

腹
立
つ
が
や
さ
し
い
笑
顔
に
憎
さ
消
え

憎
い
よ
ね
弱
点
う
ま
く
突
く
女
房

チ
ョ
ッ
ト
だ
け
憎
い
や
つ
な
ら
側
に
居
る

憎
い
ほ
ど
曾
孫
の
可
愛
い
し
ゃ
べ
り
振
り

口
車
軽
々
乗
せ
ら
れ
憎
々
し

面
飽
づ
ら
憎
ま
れ
口
で
元
気
呉
れ

孫
の
言
憎
ま
れ
口
が
ま
た
に
可
愛
い

愛
し
さ
も
過
ぎ
れ
ば
憎
し
恋
心

同
期
生
髪
ふ
さ
ふ
さ
と
憎
ら
し
い

訴
訟
と
か
脅
し
で
責
め
る
憎
い
奴

戦
争
の
悲
劇
で
起
こ
る
憎
み
合
い

う
し
ろ
髪
ひ
か
れ
る
程
の
髪
も
消
え

小
生
も
あ
や
か
り

杉
谷
　
晶
三

犬
伏
晃
一
郎

西
川
　
枠
謡

西
川
リ
ヨ
子

吉
田
　
光
子

藤
田
志
津
恵

正
木
　
伸
明

神
山
　
芳
子

川
崎
ア
イ
子

烏

谷

　

　

猛

砂
原
　
久
子

細
谷
　
英
樹

勝
又
栄
美
子

上
田
　
克
子

上
川
　
睦
男

山
田
　
典
和

5
月
号
題
　
『
薬
』
　
4
月
5
日
締
切

6
月
号
題
『
夢
し
　
5
月
5
日
締
切

（
い
ず
れ
も
一
人
五
句
ま
で
）

※
多
く
の
方
の
投
句
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ハ
カ
キ
ま
た
は
封
書
で
「
〒
究
千
宍
O
P
。
馬
瀬
1
丁
目
1
7
－
1
1

「
忠
岡
川
柳
会
」
應
峰
基
秀
宛
（
℡
3
2
・
4
8
4
3
）

次
回
の
定
例
「
勉
強
会
」
4
月
1
5
日
（
旦
午
後
1
時
半

（
於
　
忠
岡
町
文
化
会
館
）
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忠
岡
町
句
会

の
ど
け
や
呼
へ
は
応
へ
て
鳩
の
来
る

農
継
ぐ
と
言
は
ず
に
田
畑
耕
せ
り

耕
し
て
終
の
す
み
か
に
自
足
せ
り

犬
遠
く
な
れ
ば
口
笛
野
に
遊
ぶ

耕
の
あ
と
を
つ
い
ば
む
鶴
二
羽

里
見
輝
子
選

里
見
　
輝
子

前
川
　
絹
代

藤
野
　
清
子

花
野
　
昭
子

田
辺
千
鶴
子

春
寒
と
雨
に
籠
り
て
句
集
読
む

新
人
の
一
服
を
し
て
日
の
高
し

耕
さ
れ
土
ふ
っ
く
ら
と
燈
る

耕
す
や
鍬
に
当
り
し
石
の
音

春
悠
や
三
日
も
た
め
し
日
記
書
く

野
遊
の
帰
り
は
主
婦
の
日
で
あ
り
ぬ

桝
や
背
な
に
日
を
た
め
畝
お
こ
す

西
谷
　
祥
子

松
島
　
信
雄

花
野
　
久
子

清
座
　
晴
子

高
橋
あ
い
子

田
辺
紗
登
子

赤
松
　
朝
子

は
に
か
み
つ
指
揮
棒
を
振
り
卒
業
す

寒
紅
を
引
い
て
背
筋
を
伸
ば
し
を
り

鋤
き
し
畑
空
の
遠
く
を
鳥
帰
る

耕
人
に
太
陽
雲
を
ぬ
き
に
け
り

井
上
久
美
子

金
田
　
芳
子

竹
中
三
津
子

櫻
井
恵
美
子

次
回
　
四
月
八
日
（
日
）
　
常
然
寺
　
締
切
二
時

兼
題
　
虚
子
忌
・
花
御
堂

忠
岡
後
教
教
室
尊
卑
　
講
師
佐
沢
邦
子

路
地
行
け
ば
ほ
の
か
匂
え
る
権
助
に
寒
厳
し
く
も
春
の
と

き

め

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

宮

里

　

英

彦

※
一
首
の
ま
と
ま
り
が
素
晴
ら
し
い
。
「
寒
」
の
中
に
詠
ま
れ
た
此
の

歌
、
そ
の
厳
し
い
空
気
も
確
り
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
佗
助
の
徴
か

な
匂
い
を
感
じ
ら
れ
て
移
る
季
節
を
お
も
わ
れ
た
。
日
常
の
見
逃

し
て
し
ま
い
か
ち
な
が
を
捉
え
ら
れ
小
さ
な
希
望
も
の
ぞ
か
せ
た
。

雛
壇
の
ぼ
ん
ぼ
り
灯
し
女
の
孫
を
膝
に
抱
き
て
う
さ
き
と

か

め

読

む

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

横

田

　

雅

子

※
お
孫
さ
ん
へ
の
深
い
愛
情
が
ほ
の
ぼ
の
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
は
ん

な
り
と
夢
を
た
た
え
て
い
る
難
さ
ま
た
ち
と
雪
洞
（
ぼ
ん
ぼ
り
）
、

そ
の
前
に
す
わ
り
昔
な
が
ら
の
童
話
を
ゆ
っ
く
り
と
読
み
聞
か
せ

て
お
ら
れ
る
作
者
。
そ
の
静
か
な
芦
も
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ
。

わ
が
短
歌
を
導
き
呉
れ
し
歌
と
ち
の
去
り
し
集
い
に
雪
の

降

り

来

（

き

）

ぬ

　

　

　

　

　

　

　

田

中

　

成

幸

※
作
者
の
さ
み
し
さ
を
降
り
始
め
た
雪
が
ま
す
ま
す
強
く
さ
せ
る
。

長
い
年
月
に
わ
た
り
作
者
は
此
の
先
輩
歌
人
か
ら
沢
山
の
事
を
学

ん
で
こ
ら
れ
た
。
も
う
歌
会
で
お
会
い
出
来
な
い
の
か
と
淋
し
く

思
っ
て
お
ら
れ
る
作
者
に
降
り
掛
か
る
雪
が
唯
々
つ
め
た
い
。

日
常
の
出
来
事
思
い
を
書
き
留
め
て
三
十
一
文
字
（
み
そ

ひ

と

も

じ

）

　

の

短

歌

の

日

記

を

　

　

　

金

　

寿

子

「
伯
母
様
の
顔
の
配
置
は
ま
ず
い
な
あ
」
は
っ
て
お
い
て

よ

神

の

せ

し

業

　

　

　

　

　

　

　

　

　

武

津

　

富

子

ぅ
ら
ら
日
の
枯
れ
草
摘
み
し
根
元
よ
り
元
気
に
の
ぞ
く
紫

蘭

の

新

芽

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

清

水

一

恵

東
北
の
荒
ぶ
る
雪
の
意
地
悪
く
人
々
の
心
さ
か
な
で
に
せ

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

三

平

　

静

子

手
編
帽
深
く
か
む
り
て
歩
き
ゆ
く
道
辺
に
小
さ
さ
春
を
見

っ

け

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

山

本

ア

イ

子

節
分
の
い
わ
し
一
匹
焼
く
け
む
り
二
度
目
を
迎
う
結
婚
記

念

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

本

田

　

率

子

清
盛
の
甥
の
一
人
の
討
死
せ
し
と
う
忠
岡
の
名
の
由
来
な

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

野

　

忠

和

早
春
の
ゴ
ル
フ
練
習
電
線
に
列
な
る
鳩
は
今
朝
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
田
　
和
子

夫
と
子
と
吾
（
あ
）
　
の
誕
生
日
三
・
二
　
（
さ
ん
て
ん
い

ち

い

ち

）

心

が

悼

む

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ

病
室
に
活
け
し
つ
ぼ
み
に
目
を
そ
そ
ぎ
開
き
見
た
り
と
芦

細

さ

姉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

久

米

し

げ

子

ぅ
な
さ
か
の
光
は
帯
の
ご
と
く
の
び
夕
日
は
し
ず
け
喜
和

泉

の

海

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

岩

井

　

泉

華

音
も
な
く
芽
吹
き
の
雨
の
降
れ
る
日
は
家
事
の
手
を
と
め

庭

に

目

を

や

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

伴

　

美

都

子

年
明
け
て
鏡
開
き
も
無
事
に
終
え
今
年
こ
そ
は
と
賀
状
読

み

返

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢

尾

　

武

四

渡
弦
の
う
た
語
ら
ん
為
に
読
み
返
す
歌
集
に
熟
し
若
か
り

し

父

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

沢

　

邦

子



（○印は休館です）

2012　41（16）

リン大会結宋
【2kmコース】　ファミリーの部　　　　　　　　（敬称略）

優　勝　日下祥之・莱奈組　　準優勝　那谷英昭・損之丞組

第3位　平井賢一・涼聖組

小学生低学年の部

優勝　両　　棲人／準優勝　西　　　樹／3位　久井　竣也

【3kmコース】　小学校男子の部

優勝　上田　一成／準優勝　西村　　宙／3位　井上　　海

小学生女子の部

優勝　中野　真実／準優勝　辻　　優香／3位　下山　美咲
一般男子の部

優勝　美浦　尚行／準優勝　泉谷　於外／3位　河田　悠斗
一般女子の部

優勝　西岡希菜美／準優勝　小畑　美聡／3位　中野紗詠子

【10kmコース】　一般男子の部

優勝　石井　和樹／準優勝　松田　　莱／3位　早川　博昭
一般女子の部

優勝　村上　弓子／準優勝　北口　道子／3位　森田　裕子

本
と
の
出
会
い

忠
岡
町
図
書
鯛

土
7
1
4
2
1
⑳

金

　

6

　

1

3

　

2

0

　

2

7

木

　

5

　

1

2

　

1

9

　

2

6

水

　

4

　

日

　

1

8

　

2

5

火
④
⑲
⑫
㊥

月
④
⑨
⑲
㊥
⑳

日

1

8

1

5

2

2

⑳

新
着
図
書
案
内

《一般書》

閉
じ
こ
も
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ー
ラ
イ
・
パ
リ
サ
ー

震
災
復
興
　
　
　
日
本
経
済
新
聞
社

子
供
の
名
前
が
危
な
い
牧
野
恭
仁
雄

長
生
き
リ
ス
ク
と
年
金
運
用

浅
野
　
幸
弘

日
本
人
は
ど
う
住
ま
う
べ
き
か
？

養
老
　
孟
司

東

雲

の

途

　

　

　

　

あ

さ

の

あ

つ

こ

ル
ー
ズ
ウ
ェ
ル
ト
・
ゲ
ー
ム

池
井
戸
　
潤

地

層

捜

査

　

　

　

　

　

佐

々

木

　

譲

一
石
二
鳥
の
敵
討
ち
　
佐
藤
　
雅
美

と
に
か
く
う
ち
に
帰
り
ま
す

津
村
記
久
子

散

り

椿

　

　

　

　

　

　

棄

室

　

　

麟

あ

な

た

の

本

　

　

　

　

誉

田

　

哲

也

途
方
も
な
く
霧
は
流
れ
る

唯

川

　

　

悪

瓦
礫
の
中
の
幸
福
論
　
渡
辺
　
淳
一

罪
悪
　
　
フ
工
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
フ
ォ

ン
・
シ
ー
ラ
ッ
ハ

《児童書》

葦
の
葉
い
ろ
い
ろ
1
2
か
月

平
野
　
隆
久

楽
し
く
遊
ぶ
学
ぶ
げ
ん
さ
の
図
鑑

小

　

学

　

館

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事

た
か
い
よ
し
か
ず

ふ
う
せ
ん
ク
ジ
ラ
　
ボ
ン
は
ヒ
ー
ロ
ー

わ
た
な
べ
ゆ
う
い
ち

ど
う
だ
－
ま
い
っ
た
か
　
田
島
　
征
三

ぼ
く
の
き
し
ゃ
ポ
ッ
ボ
ー

市
川
　
里
美

ト
ン
ネ
ル
を
は
るエ

ド
ワ
ー
ド
二
三
7
－

と
し
ょ
か
ん
ね
こ
デ
ュ
ー
イ

ス
テ
ィ
ー
ヴ
∴
ソ
エ
イ
ム
ス

う
わ
さ
の
と
ん
で
も
魔
女
商
会

あ
ん
び
る
や
す
こ

か
な
と
花
ち
ゃ
ん
　
　
菖
安
　
陽
子

生
活
セ
ミ
ナ
ー

E
M
で
生
ご
み
減
量
作
戦
－

と

　

き

　

4

／

1

1

・

1

8

・

2

5

5

／

1

6

・

7

／

2

5

9

月

頃

　

　

各

水

曜

日

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

※
9
月
頃
に
社
会
見
学
会
を
予
定

と
こ
ろ
　
視
聴
覚
室
他

講
　
師
　
和
歌
山
E
M
活
用
研
究

会
　
薗
井
　
信
雅
代
衰

定
　
員
　
2
4
名
（
申
込
順
）

材
料
費
　
6
0
0
円
（
社
会
見
学

費
用
は
別
途
請
求
）

申
込
み
　
4
／
1
1
ま
で
に
材
料
代

を
添
え
て
事
務
所
ま
で
。

旧
料
金
3
、
2
0
0
円
m

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

】

こ

こ

一

■

一

《実施日》

4
月
1
7
月
（
火
）
　
※
雨
天
中
止

①
高
月
北
集
会
所
前

②
北
区
集
会
所
前

（
忠
岡
南
3
丁
目
）

4
月
1
9
日
　
（
木
）
　
※
雨
天
中
止

③
文
化
会
館
駐
車
場

④
青
空
集
会
所
前

4
月
2
0
日
　
（
金
）
　
※
雨
天
決
行

⑤
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
前

⑥
忠
岡
町
役
場
正
面
玄
関
前

《
時
　
間
》

①
③
⑤
　
1
3
時
3
0
分
～
1
4
時
3
0
分

②
④
⑥
　
1
5
時
～
1
6
時

【
間
】
生
活
環
境
課

℡
2
2
・
1
1
2
2
（
内
1
9
3
）

★
お
花
見
・
行
楽
特
集

桜
の
名
所
案
内
や
写
真
集
な
ど

特
集
し
て
い
ま
す
。

★
た
ペ
も
の
絵
本
特
集

お
い
し
そ
う
な
食
へ
も
の
が
出

て
く
る
絵
本
を
た
く
さ
ん
揃
え
て

い
ま
す
。



おもに小学生を中心に活動しています
（一部中学生・小学生以下も対象としています）

※見学申込は保護者同伴で練習場へ

団　　　名 �ｸ�����檍���｢�練　習　日　・時　間 剞¥　込　方　法 

少　林　寺　拳　法 ��8ﾈ揵�c)�ﾈ支ｭ��t�(傅ﾉ�ﾈ支ｭ��①毎週火曜日19：00～21：00 ②毎週木曜日19：00～21：00 剽繒K会場へ 

由　　　　　　　　宇 �8ﾈ揵�c)�ﾈ支ｭ��毎週月・水・金曜日19：00～21：00 剽繒K会場へ 

バ　ス　ケ　ッ　ト ��8ﾈ揵�ﾈ支ｭ��①毎週月曜日　19：00～21：00 剽繒K会場へ 
②思小体育館 ��h員I�Yvｩ?｣���c����#��c���

忠岡テットシリアス （軟式野球） ��Y,9�ﾈ憖�ﾈﾏh��9��毎週土・日曜日　9：00～17：00 剽繒K会場へ 

サ　　ッ　　カ　　ー ��①毎月第1日曜月　9：00～13：00 剽繒K会場へ 

剣　　　　　　　　道 ��8ﾈ揵�ﾈ支ｭ��①毎週火曜日18：30～21：00 剽繒K会場または 湯上℡22－7387 ②忠小体育館 ��h員Hｾ�vｩ?｣���c3���#��c���

③東小体育館 �)h員I7况ｩ?｣�x�c����#��c���

ソ　フ　ト　テ　ニ　ス ��iVﾈ6X6ｨ5�5(�ｸ6r�毎週火・木曜日19 �����#��c���練習会場へ 

忠　岡　ボ　ー　イ　ズ �*ﾉj��c(4�8�4X986�9��毎週水曜日　　16 ������練習会場へ 

（中学・硬式野球） 剿�T土・日曜日　9 ������

ア　　ジ　　ャ　　タ �8ﾈ揵�c)�ﾈ支ｭ��毎週火曜日19：00～21：00 剽繒K会場へ 

スポーツをつうじて
他とからだを鍛えよう！

【お問い合わせ先】

教育委員会
℡22－1122

スポーツをつうして、心と体をリフレッシュl

お気軽にご参加ください

種　　　　目 �ｸ�����檍���｢�練　習　日　・時　間 劔�ﾈ��ﾙ���_ｸ��d��

忠小体育館 冑員H憺vｩ?ｨ�����c����#��c���剽繒K会場へ 

少　林　寺　拳　法 ���傅ﾉ�c)�ﾈ支ｭ��①毎週火曜日　19：00～21：00 劔�ｸ�檍�ｨ-b�
②忠小体育館 ��h員Im益ｩ?｣���c����#��c���

空　　　手　　　道 ��傅ﾉ�c)�ﾈ支ｭ��毎週月・水・金曜日19：00～21：00 劔�ｸ�檍�ｨ-b�

剣　　　友　　　会 ����8ﾈ揵�ﾈ支ｭ��①毎週火曜日18：30～21：00 劔�ｸ�檍�ｨ-ﾈ+ﾘ,ﾒ�9(�8xC#(�ﾃs3ビ�②忠小体育館 ��h員Hｾ�vｩ?｣���c3���#��c���

③束小体育館 �)h員I7况ｩ?ｨ���x�c����#��c���

バ　レ　ー　ボ　ー　ル ��(�(i�ﾈ支ｭ��t�[h嶌檍ｭ佗��:齏｢�①毎週水曜日19：00～21：00 ②第1・2・3土曜日9：30～ 第4土曜日13：30～16：30 劔�ｸ�檍�ｨ-b�

健　　康　　休　　操 兌h嶌檍ｭ佗��:齏｢�毎週水曜日13 毎週金曜日9 �3����R�3������30 30 �ｸ�檍�ｨ-b�

ソ　フ　ト　ボ　ー　ル 丿X6��ｸ8�����劔��68��xC#��ﾃ#C���

登　　美　　体　　操 兌h嶌檍ｭ佗��:驂｢�毎週木曜日19 �����#��30 �ｸ�檍�ｨ-b�

卓　　　　　　　　球 仂驗ｩ�(晳D�7ｨ�ｸ8��毎週土曜日19 毎週木曜日19 �����#�����ﾈ�ﾃ#��45 45 �ｸ�檍�ｨ-b�

テ　　　　ニ　　　　　ス ��iVﾈ6X6ｨ5�5(�ｸ6r�平　日　9：00～17：00 剪�
日・祝10：00～17：00 劍xC3(�ﾃcCcb�

サ　　ッ　　カ　　ー ��*ﾉj�4�8�4X986��（∋第4土曜日　7：00～9：00 劔8y�ﾈ��xC3(�ﾃ�ssR�②大津川河川公園 （卦東小体育館 ���c�?ｩvｩ?｣��c�����8ﾍ��t)h員Hｾ�vｩ?｣���c����#��c3��剄ｔ浴@℡33－4465 

ゲ　ー　ト　ボ　ー　ル 侏ｹ&��8�8�X�����X､�,X.�����齷u(�｢�劍5��ｸ6x7ｸ�ｸ8ｸ�｢�

ソフトバレーボール �8ﾈ揵�ﾈ支ｭ��毎週水曜日19 ����ﾈ��#��00 �ｸ�檍�ｨ-b�

バスケットボール �(�(i�ﾈ支ｭ��毎週金曜日19 �����#��00 �ｸ�檍�ｨ-b�
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麻しん風しん予防接種について　保健セント

◆接種対象：①来年度小学校に入学する幼児

11二三＿－
（H18年4月2日～H19年4月1日に生れた人）

②中学1年生相当の年齢の人

（H11年4月2日～H12年4月1日に生れた人）

③高校3年生相当の年齢の人

（H6年4月2日～H7年4月1日に生れた人）

◆接種期間：H24年4月1El～H25年3月31日

◆接種方法：下記の医療機関に予診票を持参し、接種を受けてく
ださい。予診票は、4月下旬に保健センターより個別通知を

いたします。予診票がない場合は、保健センターまでお問い

合わせください。なお、接種の際は必ず医療機関にこ予約の

上、来院ください。

◆費用は無料です。

予防接種実施医療機関一覧

①子宮頸がん　②ヒプ　③小児用肺炎球菌　④麻しん／風しん

⑤高齢者用肺炎球菌

医療機関名 �6I�)MHﾘb�① ���③ �2�⑤ 

安藤外科整形外科医院 �#(�ﾃSS�R�○ ��ﾈ�｢�○ ��ｲ�○ 

お　　く　　だ　　医　　院 �3��ﾃ�s#��○ ��ｲ�○ ����ﾒ�○ 

加　　　藤　　　医　　　院 �#��ﾃ#c���○ ����／ ����○ 

聖　　　祐　　　病　　　院 �#��ﾃccS��（⊃ ����／ ����○ 

中川こどもクリニック �#(�ﾃ�c���（⊃ ����ﾒ�○ ����ﾒ�○ 

広　部　ク　リ　ニ　ッ　ク �3(�ﾃ��3��○ ��ﾈ�｢�○ ��ｲ�○ 

真　　　嶋　　　医　　　院 �3(�ﾃ#C���⊂） ����ﾒ�○ ��ｲ�○ 

村　　　田　　　内　　　科 鼎h�ﾃ3s���○ ��ｲ�⊂） ����ﾒ�○ 

や　　　ぎ　　　医　　　院 �#8�ﾃャcB�○ ����ﾒ�○ ��ｲ�○ 

八木レディースクリニック �#��ﾃ�3�"�⊂） ����ﾒ�○ ��ｲ�○ 

安　　　明　　　医　　　院 �38�ﾃS��b�／ ����／ ����○ 

子宮頸がん予防・ヒブ・小児用肺炎球菌

ワクチンの接種事業
この予防接種は、法律で定められた接種義務はなく、任意接種

です。希望される保護者の方は、町内の医療機関（上記参照）に

直接ご予約ください。《原則町内医療機関で接種〉

◆実施期間／平成24年4月1日～平成25年3月31日

①子宮頸がん：中学1年生～高校2年生相当の女子

※高校2年生相当の方は平成24年3月31日までに1回でも接

種を受けた方のみ。

②ヒブ■生後2か月～5歳未満

③小児用肺炎球菌ワクチン．生後2か月～5歳未満

◆費　　用／無　料（町全額助成）

一一一日－◆役厩の各種相談◆・－…・・

【法律相談】4／25（加13　30～

役場3階交流センター　当日9時から

電話受付（先着6名）※今月は第4水

曜日に変更　自治推進課　℡22－1122

【行政相談】電話受付（自治推進課）

℡22－1122

【人権相談】4／17扶）13　30～15　30

いさかい支援課横相談室13日鱒まで

に電話申込　人権平和室　℡22－1122

※人権相談については5階人権平和室

で随時相談に応じています。

【労働相談】4／19休）13　30～15　30

いさがい支援課横相談室　直接会場へ

【消責生活相談】毎週火・金曜日13　00

～16　00（受付15　30まで）当日直接

4階産業振興課まで

【児童・障害児相談】

すこやか推進課　　　　　℡22－1122

【介護・高齢者福祉】

地域包括支援センター　　　℡32－0294

【老人介護支援センター】　℡46－7200

24時間対応の相談・助言

ピープル老人介護支援センターただお

か（特別養護老人ホームピープルハウ

ス忠岡内）

‾－－－－－－’－－－’－1

総合福祉センタ‾　℡22【0350i

●なつかしの映画会4／3㈹13：30～■

：三三三重喜。藻識
●交通安全教室　4／19（湘13：30～！

●編み物教室　　4／24㈹13：30～毒

☆民謡踊り教室　月・水・金13・30～t

☆囲碁・将棋　火・木　13：001

☆大正琴　　　　第1・3木10：00～

☆ハワイアンブラクラブ　金　10：30～

東忠岡老人いこいの家℡22－1567

●交通安全教室　　4／10㈹13：30～

☆健康体操クラブ　　月　10：00～

☆カラオケクラブ　月～金13’30～

L望空竺三㌘」．＿．．生．．＿．．竺∴聖二

妊婦健診の助成
◆助成金額は、3，500円×14回、HTLV－1抗体検査　2，290円、クラミジア検査　2，100円

◆受診券は母子健康手帳交付時にお渡しします。

◆24年3月31日以前に受診券を受け取られた方は新受診券と交換する必要はありません。

クラミジア検査希望の方は保健センターまで。
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蔓≡∃4月の行事カレンダー≡

日 佇��火 ��R�木 仞��土 

1 �"�3 釘�5 澱�7 
・おもちゃの病院 �� � ��

◎5階 ��俾�����c3���� 

（～15日） 公立⑳㊥ 10：00・～ �3�8�c������3�8�c�����式10：00～ ⑳10：00～ 

一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑾2� �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑧ 

；8 l 湯�10 ����12■ ��2�14 

忠岡幼経国入園 式10：OD～ 始業式 ⑳13：30～ ����ﾓ�8�c�X����ﾓ�8�c3���� 

一般ゴミ＠ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587閂��一般ゴミ⑧ 

i15 ��b�17 ����19 �#��21 
・ポリオ �� 

⑳10：00～ �3���c�����⑳13：30～ ����.ｸ､ｩ_｢�tﾃ���d�������支,Hﾔﾈ�｢�xs���c�����㊨10：00～ 

一般ゴミ㊨ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587鑼r�一般ゴミ⑧ 

22 �#2�24 �#R�26 �#r�28 
・忠岡みなとマー �� ��X7ﾈ8ｨ4������Vﾉe8�ﾒ�

ケット 忠岡漁港 �3�8�c3���� �3�8�33�����?ｨ��u3���c�����

◆歌体操 　㊨13：30～ ���8���xs���c�����

一般ゴミ㊨ �ｩLｨ587鑼r� �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑧ 

29昭和のa �3��Y�hｷ�?｢�5／1 

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587閂R�

⑳役　場㊨讐ンタ讐㊤余響）こ

⑳文化会館㊥震青票㊥悪書票

㊥詣　◎讐讐　②笑ウ漂

◆＝予約が必要です。

【ゴミ収集日の凡例】
一般コミ㊤・馬瀬、北出、高月南、高

月北
一般コミ⑧　新浜、忠岡南・中・北・東

ペ　ット（西側）　南海頼西側

ペ　ット（東側）　南海緑黛側

缶・ピン（西側）・南海線西側

缶・ピン（東側）　南海線東側

人018′089人（＋8人）

男　8，758人（±0人）

女　9．331人（＋8人）

世帯　　7′粥3（＋3）

≪2012年2月末現在≫

粗大ごみの処分

収集申込…粗大ごみ申込センター・受付時間　月～金　9時～17時

0800－123－5353（±・日・祝日、年末年始は休み）

直接持込み・・・忠岡町クリーンセンター・受付及び　月～金9時30分～16時

072－423－2663誓日宇。千年末豊≡喜諾完；三2時


